
＜その他、取組に特徴のある事例＞

○小学校と連携！昔ながらの稲作体験

１．集落協定の概要

市町村･協定名 鹿児島県霧島市 朴木
ふのき

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
19ha 水稲,飼料,保全

交 付 金 額 個人配分 38 ％
391万円 共同取組活動 共同防除，鳥獣害対策等 38 ％

62％ 水路・農道等維持・管理活動費 11 ％（ ）
役員報酬 8 ％
なたね，レンゲ種子等代 5 ％

協定参加者 農業者 51人

２．取組に至る経緯

当集落は中山間地域の水田地帯で、協定農地は高齢農家や兼業農家が多く、耕作放棄

地の発生が懸念されていた。このため、平成１３年度から本制度に取り組み、水路・農

道等の維持管理等を行い、耕作放棄地防止に取り組むとともに、農作業の効率化を推進

するため農作業の共同化や受委託を実施している。

平成１７年度からは、地元の小学校と連携をとり学習田を開設し、アイガモ農法によ

る自然生態系の保全や農作業体験活動に取り組んでいる。

３．取組の内容

当集落では地元の小学校と連携した水稲の農作業体験を行っており、昔ながらの竹竿

やひもを用いての田植えや脱穀機・千歯こぎを使用した収穫作業、また、子供達だけで

はなく、保護者も一緒に参加し、アイガモを放鳥するなど、貴重な体験をする機会とな

り、喜びの声も聞かれている。さらに、地域の子供から高齢者まで参加することで、世

代間の交流も図られている。

農用地等の維持・管理については、効率的に作業が実施できるよう３班体制をとって運営

している。第２期対策に取り組むに当たっては、集落で話し合いを重ね、地域の農地を

守るため体制整備単価での取組を実施することとなった。機械・農作業の共同化に向け

た取組として、協定参加者の防除機を借り受けて協定農用地の約８割（15ha）で共同防

除を行い、防除作業の省力化及び効率化を図っている。

昔ながらの田植え体験 唐箕を使った選別作業体験



［集落の将来像]
水田の耕作放棄地防止等を図るため、若手農業者の協力を得て、将来的には集団作業を中心とした農

作業受委託等による農業生産活動の体制整備を目標とする。

［将来像を実現するための活動目標]

○集団的防除作業の活動体制の整備（役割分担をして構成員を増員する ）。

○動噴機械導入 ○農作業受委託の推進 ○共同防除作業の実施

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田19ha） 周辺林地の下草刈り 機械・農作業の共同化
（約2ha、年2回） （目標15ha（79％）の共同防除

個別対応 を行う H21実績15ha）
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路（延長7,457ｍ） 景観作物作付け

清掃 年1回 （景観作物として菜の花 自然生態系の保全に関する学校
草刈り 年2回 を約10a、れんげを水稲田 教育等との連携

・農道（延長9,726ｍ） 全域14haに作付けた） （アイガモ農法による農作業体
草刈り 年2回 験）

・農道整備 200ｍ 個別対応
共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

集落活動に対する住民の意識が高まり、地域活性化に繋がっている。

今後も若手農業者が中心となり、地域の実情に即した農業生産活動等の継続に向けた

活動をして行きたい。

［平成21年度までの主な成果］

・ 農用地の保全に向けた農道整備（巾2.5ｍ×60ｍ・巾2.5ｍ×100ｍ・巾2.5ｍ×40ｍ）

農道整備・用水路のかさ上げ（5ケ所）

・ 病害虫防除作業の取組（15ha・年2回）

・ 自然生態系の保全に関する学校教育等との取組

（50名（H18 、50名（H19 、50名（H20 、50名（H21 ）） ） ） ）


